
ポスター作成について 

（１）研究内容が一目でわかるポスターを作成しましょう。正解は 1 つではありません。 

（２）「Word」もしくは「PowerPoint」で作成する。テキストボックスを活用すると便利です。 

ページサイズは「A4」（Word の場合のみ），「縦置き」で作成，枚数は「1 枚」で行う。 

※県生徒科学研究発表会や向陽 SSH 成果発表会の際には「A0」に拡大します。 

（３）色を有効に使う。3 色（ベースカラー70%，メインカラー25%，アクセントカラー5%）でまとめると見やすいです。 

（４）文字と背景のコントラストをはっきりとさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイトル 

和歌山県立向陽高等学校 普通科 2年 向陽太郎 向陽花子 

１ ．目的 or動機 

小見出し 

本文 

２ ．方法 

 

写真 

３ ．結果 

 

図や表 

４ ．考察 

５ ．まとめ，結論 

 

図や表 

謝辞 

今後の課題 

参考文献 

引用文献 

■タイトル 

①読むだけで研究内容がわかるタイトルにする。 

×「鉄の腐食について」  △「鉄を腐食から守るクエン酸効果」 

②大きな字で，はっきりと上部に書く。 

③学校名，学科・学年，発表者名をタイトル下に書く。 

■構成 

①動機，要約，目的 

②方法 

③結果 

④考察 

⑤まとめ，結論 

⑥謝辞 

⑦今後の課題 

⑧参考文献，引用文献 

■視線の流れ 

①目的から結論まで 

自然な流れで追える。 

②各要素をブロック化し 

枠線で囲む。 

③各ブロックに，番号や 

見出しをつける。 

■文字 

①フォントは 

 ＭＳゴシック 

メイリオ 

游ゴシック 

がおすすめです。 

②文字の大きさは 

 できるかぎり 

大きくする。 

■図や表のタイトル 

①図や写真のタイトルは 

下につける。 

②表のタイトルは 

上につける。 

 

■参考文献の書き方 

①書籍の場合 

1)向陽太郎.〇〇の新研究.和歌山,向陽出版,2018,p.218. 

②ウェブページの場合 

  2)慶應義塾大学日吉メディアセンター. “参考文献の書き方”. 

http://www.hc.lib.keio.ac.jp/en/studyskills/pdf/9_example.pdf（参照 2018-10-30）. → 今回参考にしたHP 


